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飛騨高山テレトピア株式会社納め

ニューメディアシステム
プライベート キャプテン システム"HITPAX”と

パーソナルコンピュータ通信｢飛騨のこだま+

NewMediaSYStemSupp】iedtoHidaTakayamaTeletopiaCoりLtd.

最近の情報化社会の進展は,各種ニューメディアシステムの地域社会への定

着を早めつつある｡

昭和60年11月に郵政省からテレトピア計画の指定を受けた高山市は,翌61年

8月に,第3セクターである飛騨高山テレトピア株式会社を設立し,同年11月

から日立製作所製プライベート キャプテン システムHITPAXを導入してサー

ビスを開始した｡

その後システムは順調に稼動し,アクセス件数も多く,後述する財団法人基

盤技術研究侃進センターの試験研究プログラムの実施とあいまって,好評裏に

利用されている｡

山 緒 言

高山市は昭和60年11月に,郵政省の｢未来形コミュニケーシ

ョン都市構想(テレトピア構想)+の指定を受け,翌昭和61年

8月に第3セクター飛騨高山テレトピア株式会社を設立し,

同年11月1日から日立製作所製HITPAX(HitachiPrivate

VideotexSystem)による,プライベート キャプテンサービ

スを開始した｡

高山市のテレトピア構想は,市の地域特性を踏まえて｢飛

騨高山観光･産業振興システム+としてサービスを行ってい

るが,同システムは,｢飛騨高山観光情報システム(ウエート

50%)+,｢飛騨高山地場産業振興システム(ウエート40%)+及

び｢飛騨高山地域情報システム(ウエート10%)+の三つのサ

ブシステムから成っている｡

また,このシステムの構築に当たっては,財団法人基盤技術

研究促進センターの出資を受け,次の三つの試験研究,｢キャ

プテン画面と動画･自然画連動ソフトウェアの開発+,｢外国

人用画像データベースの構築と英文情報自動送出ソフトウェ

アの開発+及び｢土産品選択注文ソフトウェアの開発+を行

うことにしている｡飛騨高山テレトピア株式会社では,昭和

62年11月から本格的サービスを開始し,同年4月には,レー

ザディスク内蔵形キャプテン端末と街頭形キャプテン端末を

設置し,市民や観光客に利用できる環境を整えた｡

また同時に,昭和62年4月にはパーソナルコンピュータ通
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信センターも設置して,パーソナルコンピュータ通信サービ

スも行っている｡

囚 センターシステム

2.1ネットワーク構成

システムのネットワーク構成を図1に示す｡飛騨高山テ

レトピア株式会社には,キャプテンシステムHITPAXと,Ⅴト

100C形文字図形入力装置及びパーソナルコンピュータ通信セ

ンターを設置している｡

高山地域に対するキャプテンサービスは,HITPAXセンタ

ーから日本電信電話株式会社の公衆電話回線網を通じて行わ

れ,高山市内の場合3分間10円でアクセスされる｡市役所,

市民文化会館をはじめ市内主要観光拠点などには,街頭形キ

ャプテン端末及びレーザディスク内蔵キャプテン端末が置か

れ,一般市民や観光客が無料で利用できるようになっている｡

一方,HITPAXセンターは日本電信電話株式会社のビデオ

テックス綱とも結ばれており(DF:DirectFileAccess接続),

全国キャプテン端末から3分間30円でアクセスでき,他のキ

ャプテンセンターへの切替えも可能になっている｡

本センターには,上記のほかに無手順方式によるパーソナ

ルコンピュータ通信サービスのためのパーソナルコンピュー

タ通信センターも併設されており,高山市内をはじめ全国か
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図lネットワーク構成図 公衆電話網で高山地域ヘサービスするとともに,ビデオテックス網へも接続しており,全国からもアクセスできる｡
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図2 ハードウェア構成図 センターは,H什PAXモデル5を使用し主記憶装置12Mバイト磁気ディスク装置は130Mバイト×4台の構成とな

つている｡

ら公衆電話綱を通じてアクセスできるようになっている｡

2.2 ハードウェア

HITPAXによるセンターのハードウェア構成を図2に示す｡

飛騨高山テレトピア株式会社で導入したのは,小形キャプテ

ンシステムHITPAXモデル5をベースとしたシステムで,画

面蓄積容量約10万画面である｡利用者端末の回線は,公衆電

話綱32回線,ビデオテックス網10論理チャネル1回線(DDX:

DigitalDataExchangeパケット綱接続),及びセンター内専

用線2回線となっている｡

2.3 ソフトウェア

ソフトウェアの構成を図3に示す｡ソフトウェアは,APP

(ApplicableProgramProductforCustomers)であるHCSP

86

(HitachismallCaptainSupportSystemforPrivate)を適用

している｡HCSPは,キャプテンセンターを運営するのに必要

な機能のほか,メールボックス,掲示板,インフォメーショ

ンサービスなど独自機能を標準提供している｡更に,4章で

述べる飛騨高山テレトピア株式会社独自のサービスとして新

しい機能を追加開発した｡図4は本センターでのキャ70テン

機能の構成図である｡同図の薄い綱目部分が今回追加開発し

た箇所である｡

B 4システムの運用

センターのサービス時間は,7暗から22暗まで毎日無休で

運転しており,通常はオペレータレスの自動運転である｡セ
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図3 ソフトウェア構成図 APP(Applicab】e Program Product for

Customers)であるHITPAXを適用し,高山市独自のサービスを追加開発

した｡

ンター運用概要を図5に示す｡

センターシステム機器の電源は自動投入され,7時にはオ

ンラインサービスを開始する｡社員は8時ごろ出社後幾つか

の点検項目を確認し,退社前に不要機器の電源を切断するだ

けでよい｡22時にはオンラインが終了し付帯バッチ処理実行

後自動的に電源が切断される｡

センター運用に関するオペレータの操作は,IP(Information

Provider:情報提供者)や会員などの登録,統計情報などの帳

票出力,週末のファイルバックアップ,月初めの月次処理が
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図4 飛騨高山テレトピア株式会社におけるキャプテン機能構成図

HITPAXはキャプテンに必要な機能をほとんど持っており,今回更に

独自の機能を追加した｡
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図5 センター運用概要図 センタれ-は無休で毎日運転しており,通常オペレータレスの自動運転である｡
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ある｡オフライン,バッチ処理はすべてオンラインサービス

中に実行可能となっている｡

田 文字図形入力装置"∨卜川OC”

キャプテンシステムは,文字と画像で情報サービスを提供

する｡その画面作成とDB(DataBase)への登録は,文字図形

人力装置によって行う｡

このたび納入したHITPAXには,文字図形入力装置"Ⅴト

100C''が接続され,効率よく使用されている｡

文字図形人力装置Ⅴト100Cは,先に開発された文字図形入

力装置Ⅴト1000Cを簡易化し経済化を図ったものである｡キャ

プテンランク3まで対応し,情報入力装置としては,文字情

報,図形情報のほか管理情報入力も行える｡装置の構成は,

本体(制御部),データタブレット,スキャナ装置のほか,白

黒カメラによる入力も可能である｡また,本装置は後述する

財団法人基盤技術研究促進センターの試験研究プログラムの

一環として,キャプテン画面情報の中に,レーザディスク内

蔵形キャプテン端末の自然静止画,動画を制御する情報(テレ

ソフトウェア)も組み込むことができる｡本装置のブロック図

を図6に,その使用例を図7に示す｡

本装置は,簡易化,経済化を図ったキャプテン用文字図形

入力装置ではあるが,次のような数多〈の特長を備えている｡

(1)情報入力装置として,素材の性格に適合しやすいように,

データタブレット,スキャナ装置のほか,白黒カメラも備え

ていること｡

(2)より多くの編集機能,描画機能を持っていること｡

(a)編集機能:拡大,縮小,移動,複写,拡大画素修正,

拡大色修正のほか,他素材との部分合成が可能である｡

(b)描画コマンド:点,直線,四角形,円,円弧などの描

画及び削除ができる｡

(C)着色:閉領域検出による自動着色(テクスチャ発生を含

む)及び領域指定による着色が可能である｡

(d)その他:各種カーソル表示(ドットカーソル,クロスヘ

ア)及びメッシュの表示

(3)機能の拡大

(a)4,096色から任意16色が選択できる｡

マイクロコンピュータ部
68000

キーボード

8インチフロッピーディスク

モデムへ

通信
インタフェース

4,800bpsXl

データ

タブレット

_J蒜芯｢じ三三エここし+l

_∫て品てフ言｢)｢
l

L上空三上ヲ上+

図6 キャプテン用文字図形入力装置Vl-100Cブロック図

が使用できる構成となっている｡

SS

懸.LL

曾慰塾軋

轍弘

謀
那
…

喀

図7 キャプテン用文字図形入力装置∨ト100Cの外観 カメラ入

九 スキャナ入力とも可能で操作Lやすい構造となっている｡

(b)テキストのフォトグラフィツク情報への転換が可能で

ある｡

日 試験研究プログラムの概要とHITPAX新機能の開

発

5.1試験研究プログラム

本試験研究プログラムは,l章で述べたように財団法人基

盤技術研究促進センターの出資対象プログラムであり,3項

目から成っている｡以下に,その概要を述べる(図8参照)｡

(1)キャプテン画面と自然画･動画連動ソフトウェアの開発

キャプテン画面情報の中にレーザディスク内蔵端末を制御

する情報(テレソフトウェア)を組み込むことで,キャプテン

画面とレーザディスクの画像･音声を交互に,あるいは合成

して見ることができる｡

(2)外国人向け画像データベースの構築と英文情報自動送出

ソフトウェアの開発

当月の外国人観光客を対象としたアンケートの回答と画面

検索実績を分析し,更に季節条件を加味し,お勧め情報とし

て翌月のデータベースを作成する｡検索の際,ユーザーが自

スキャナ入力制御部

カメラ入力制御部*

ディスプレイメモリ

+

ハード ピー制御部

(オプション)

スキャナ

カメラ

(モノクローム)

カラーモニタ

ハードコピーユニット

(オプション)

注:l.* カメラ入力とスキャナの入力の切替えは,画

ハード接続のままソフト選択指定によるこ

2･略語説明+〕T(+00k〕pTable)

コード情報フレーム

パターン情報フレーム

本体はマイクロコンピュータによって制御され,スキャナ入力,カメラ入力両方
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∈⊇

∈⊇
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●キャプテン画面B情報に組み込
まれたテレソフトウェアで,

レーザディスクを制御する｡

(a)

分析データ

DB

(b)

ミ
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㊤

分析･DB

メンテナンス

(バッチ)

商 品 の 選 択 注 文

商品の希望を入力する｡

商品A 商品B 商品C

商品を次々と見ながら,好きなものを注文する｡

レーザディスク

分析リスト

確認

●例えば,動画を映しながらキャプ

テン画面を合成Lて,lP(l[for-

mation Prov佃er)情報を流す

●キャプテン画面は,常に最新情報
を提供できるl〕

●アンケート及び検索傾向の収集分
析を行う｡

●アンケート結果から最も適したお
勧め情報を選んで提供する.､

-■.注文成立

必要に応じて訂正･取消し

(c)

図8 試験研究 (a)はキャプテン画面と自然画･動画連動システムを,(b)は外国人向けDB(データベース)の構築と英文情報自動送出システム

を,(C)は土産品選択注文システムを示す｡

動送出を選択すれば,アンケートの結果から条件に合ったお

勧め情報画面を自動送出によって見ることができる｡

(3)土産品選択注文ソフトウェアの開発

希望条件に合った商品画面を次々と見ながら,注文(予約)

を繰り返す｡注文内容の一覧と合計金額の確認･訂正･取消

しを行った後,注文を成立させる｡注文の状況はIPの端末か

らIPごとの注文状況照会も可能とした｡

5.2 その他新機能の概要

5.1項で述べた試験研究のほかに,よりサービスの充実を図

るため新しい機能を開発した｡以下に主な機能の概要を述べ

る｡

(1)横断検索機能

キャ70テンの画面データベースはツリー構造が基本であ【),

上位から下位へ目次をたどって検索する｡本機能は,利用者

に検索条件を入力してもらい,その条件に合った特定画面を

ツリー構造の中から次々と横断的に表示させることができ,

条件検索として応用範囲は広く,この機能を使った情報検索

はよく利用されている｡

(2)利用者端末からの画面書込み機能

キャプテンの画面内客は,通常センター内の入力装置で作

成する｡本機能は,あらかじめ枠画面を登録しておき,利用

者端末からパスワードを入力することによって,通常ツリー

から自分の枠画面を呼び出し,その画面に文字情報を書き込

むことができる｡IPが自分の端末からリアルタイムに情報更

新したい場合に有効である｡例えば,宿泊施設の空･満室状

況やレストランの本日のサービスメニューといったことに利

用されている｡

田 サービス内容と利用状況

6.t サービス内容

飛騨高山テレトピア株式会社でのサービスメニューと内容

を表1に示す｡観光情報が主体であるが,新たに開発した機

能の稼動を機に,計算･注文サービスなど応用サービスの充

実を図ってきた｡

特徴的なサービスとしては,特産･名産品を70レゼン卜す

るトクトク情報,昧どころお好きな店選び,需要予測･年金

計算サービス,ホテル空室状況案内,アンケート調査,電子

雑記帳などが挙げられる｡

6.2 利用状況

昭和63年2月の分野別アクセス状況を表1に示す｡また,

昭和61年11月センター稼動後のアクセス数の伸びは,図9に

示すとおりである｡

IP数0,画面数210でスタートしたが,サービスの充実とと

もにアクセス数も順調な伸びを示している｡現在,1箇月20

万画面を超えるようになl),特に街頭端末設置後急激に利用

が増えている｡

また,ビデオテックス網経由の全国からのアクセスも増加

しつつあー),約20%を占めている｡地域経済の活性化と大都

市圏への情報発信基地を目指す飛騨高山テレトピア株式会社

は,観光都市｢飛騨高山+の情報化戦略の先端として,着実

に地域に定着しつつあると言えよう｡
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表lサービス内容 主な内容と画面数,アクセス数を示Lている｡

項

番
分 野 主な内容 画面数

63年2月の

アクセス数
備 考

l ニュース･お天
気

･ニュース速報

･l箇月天気予報
425 3.026

2
市からのお知ら
せ

･窓口･届出の案内
･市からのお知らせ

･公共施設の案内

192 2′507

3 交通ガイド
･高山へのルート･時
刻表

･市内での乗物案内

32 3.965

4 飛騨高山の観光 ･観光施設の案内

･みどころ案内
307 15′821

5 特産品･名産品 ･特産品･名産品説明

･ひだたかやま宅配便
236 8′324

6 市内味めぐり
･お好きなお店選び
･グルメの方にちょっ
とと･卜･コ･卜

183 1れ212 横断検索機能

7 宿泊ガイド ･宿泊案内 l10 6′15】 GT画面書込機能

8
スキー･スポー
ツ

･スキー場案内

･スポーツ施設案内
346 106,924

9 くらLの知恵袋 ･しみの抜き方

･絵表示記号
61 442

川 教委･趣味 ･読書･音楽

･教室･講座案内
60 l′859

ll 〈らしとすまい ･市民憲章
･ごみ収集日

127 l′204

12 タウンガイド
･ショッピング案内

･日本電信電話株式会
社ハローガイド

54 l′637

13
クイズ･ゲーム･

占い

･クイズ

･フライングジャン70

に挑戦

･占い

201 17′923 計算加工機能

14 メールボックス ･メールボックス 16 4【4

15
lNFORMAT10N ･英文アンケート 209 1.710

言胡斜汗究,
lNENGLISH ･英文情報 外人向け情報

I6 飛騨路の観光 ･丹生川村

･古川町
87 802

17
キャプテントラ

ベルライン21 ･電子雑記帳
23 558

18

レーザディスク

による観光案内
(日本語)

･動画連動による観光
案内(日本語)

l14 4′2ZO

試験研究･動画
連動

(市内レーザデ

イスクだけ利用

可)

19

レーザディスク

による観光案内
(英語)

･動画連動による観光
案内(英語)

l14 】′669 同 上

2(】 計算サービス
･需要予測計算
･国民年金受給額計算
･経営分析

211 3.07l 計算加工機能

21

22

23

Z4

飛騨高山ふるさ

と便

書込みデモ画面

日本文アンケー
卜

その他
A
【コ

･飛騨高山ふるさと便

･画面書込みデモ

･キャプテンご利用ア
ンケート

計

85

14

23

56

3.286

l′322

2,192

5′727

15.574

21了′254

試験研究･土産

晶選択注文

GT画面書込機能

アンケート分析

且 街頭端末

今回のサービス実施に当たっては,一般キャプテン端末を

街頭に設置できるようにした街頭設置形キャプテン端末と,

財団法人基盤技術研究促進センターの試験研究プログラムの

一環として,レーザディスク内蔵形の街頭設置用キャプテン

端末を製作,納入している｡次にその概要について述べる｡
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図9 アクセス数の伸び 街頭端末の設置,新サービスの開始と合

わせ,利用数も着実に伸びている｡

7.1街頭形キャプテン端末

職場や家庭内で使用される一般のキャプテン端末機に比べ,

街頭形キャプテン端末は使用者が不特定多数であり,操作方

法についても特別の知識を持っていないことが前提になる｡

特に,飛騨高山という観光都市の特異性から,観光情報を積

極的に提供する必要があり,簡単な操作で容易に情報を取り

出せるようにすることが重要である｡

このような観点から,街頭形キャ7Dテン端末としては,通

常のキャプテンアダプタに,新規開発の専用キーボードを装

備し,テンキーの操作だけで,メニュー画面の選択によl)所

望の情報画面をアクセスする方法を採用することにした｡

専用キーボードのキー配置図を図川に示す｡

また,高山市地場産業の優れた木工技術を活用して,端末

機器としては,あまり例のない木製きょう(筐)体を採用した｡

木製きょう体特有の感触の柔らかさで好評であるが,高山の

気象状況(冬季の寒さ)から,室内設置が前提となっている｡

ムY

田

園
句
㊤
㊤④

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

ヰ ヰ

図10 専用キーボード キーボードはメンプレンシート方式を採用

した｡



本端末は,昭和62年5月末までに合計6台を納入し,高山

市郷土館,日下部民芸館,飛騨の里などで稼動している｡

7.2 レーザディスク内蔵形キャプテン端末

レーザディスク内蔵形キャプテン端末は,キャプテンシス

テムでは実現できない自然画の表示を可能とし,画像表現を

充実するため開発した端末である｡本端末の外観を図‖に示

すとともに,以下に本端末の主■な特長を紹介する｡

なお,本端末及びここに述べた関連する一部のソフトウェ

ア機能は財団法人基盤技術研究促進センターの試験研究プロ

グラムの一環として,日立製作所の既製品であるP-Guideをベ

ースに新規に開発したものである｡その主な特長は次のとお
りである｡

(1)キャプテンの文字･図形に自然画を付加

キャプテンの文字･図形で表現できない自然画を,光方式

VDP(ビデオディスクプレーヤ)によ-)付加することで画像表

現の充実を図った｡

なお,従来のP-Guideでは,内蔵するレーザディスクが1枚

(動画30分)であったのを2枚(同じく1時間)とした(1枚は日

本語,もう1枚は英語)｡

(a)VDPにより自然画表示(動画,静止画)及び音声出力を

可能とした｡

(b)VDPの自然画に,キャプテンの文字･図形を重畳し表

示することを可能とした｡

(c)キャプテンの文字･図形を表示中に,VDPの音声出力

を可能とした｡

(d)キャプテンの文字･図形デコード機能を,ランク2及

びランク3とした｡

(2)画像データの蓄積

アイキャッチのための画面表示,及び画像データの蓄積を

可能とした｡

図Ilレーザディスク内蔵キャプテン端末の外観
一般街頭形キ

ャプテン端末とイメージを合わせた外観となっている｡

飛騨高山テレトピア株式会社納めニューメディアシステム 759

(a)端末データベース内に画像データを蓄積し,端末を利

用していない状態であっても,画面表示及び音声出力を可

能とした｡

(b)オンラインによる情報検索は,電話回線を使用するた

めランニングコストが増大する｡そこで,端末データベー

ス内に画像データを蓄積し,端末独自で情報検索を可能と

した｡

(3)蓄積画像データをキャプテンセンター内データと統一

情報提供画面はHITPAXセンターで作成されるため,端末

データベース内に蓄積する画像データなどは,HITPAXセン

ターで作成されたデータをそのまま使用可能とし,センター

作成画像データとの統一を図った｡

(4)VDPの制御

キャプテンPLPS(PresentationLevelProtocoISyntax)の

データ形式には,VDP制御のための指定がない｡このため,

本端末では表示画面情報(B情報)のテレソフトウェアデータ部

にVDP制御データを入れることとした｡その結果,データ形

式はキャプテンPLPSと同一とすることを可能とした｡

(5)VDPのオンライン制御

VDPの制御をキャプテンPLPSと同じデータ形式とした結

果,キャプテンセンター内の画像データベース内にVDP制御

データを入力することができるため,センターからVDPをオ

ンラインで制御することが可能である｡

本端末は,昭和62年5月に5台高山市内に納入し,現在,

市民文化会館,市役所市民課ロビーほか3箇所で順調に稼動

している｡本端末は,街頭形でかつ動画も表示されるため,

観光客などの利用が多く,飛騨高山テレトビア株式会社の役

立つ情報の中で高い評価を待ており,アクセスを増大させる

大きな一因ともなっている｡

田 パーソナルコンピュータ通信センター

ニューメディアシステムに対する社会的要求は,｢情報の伝

達+が大きな要素を占めるが,特に以下の3点が重要視され,

かつそれが近年実用になってきたという技術的背景がある｡

(1)情報伝達の即時性

(2)画像情報の伝達

(3)地域的,若しくは個人的情報の活用

飛騨高山テレトビア株式会社のような,地方自治体をベー

スとして活動する情報センターでは,上記(1)とともに(3)が特

に重要とされており,地域社会に生活する住民を中心に,個

人の情報,意見までも通信メディアに取り込むパーソナルコ

ンピュータ通信は,非常に有効的なシステムと言える｡

このような視点から,飛騨高山テレトピア株式会社内にセ

ンターを持つパーソナルコンピュータネット｢飛騨のこだま+

を開設し,昭和62年6月1日から試験運用を行っている｡

8.1パーソナルコンピュータ通信の利用

情報の伝達方法,特に端末ユーザーから見たパーソナルコ

ンピュータ通信利用の形態は,次の2種に分類できる｡

(1)電子メールなど端末から情報を人力できるもの

(2)データベース検索など端末では情報出力だけのもの

上記(1)については,端末ユーザーどうしで情報のやりとり
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をする利用形態であり,その情報内容は端末ユーザーのニー

ズによって定まってくる点は,一般のパーソナルコンピュー

タ通信サービスと比べでとりたてて変わった点はない｡

上記(2)の利用形態では,情報はセンターで入力するもので,

その内容はセンターの運営方針を反映する｡

高山市をベースにした｢飛騨のこだま+では,市の特性に

あうPRデータベースの構築を検討中であるが,当面は高山市

の現状をPRするとともに,高山祭などの各種催し物を中心に,

観光情報をデータベースとして,観光宣伝を行うことでスタ

ートしている(図12)｡
8.2 ホストシステムの機器構成と接続図

ホストシステムは,パーソナルコンピュータB16EX-Ⅱを中

心として,表2に示す機器で構成した｡

これらのホスト構成機器も含めて,パーソナルコンピュー

タ通信全体の接続を図柑に示す｡

図柑で端末側機器は,端末ユーザーが各自用意すべきもの

と考えており,今回のシステムの範囲外とした｡

8.3 ソフトウェアと通信手順

ホストシステムの通信ソフトは,H立製作所市販の流通ソ

フト``MトNET/BBS(BulletinBoardService)''を利用して

いる｡

表2 パーソナルコンピュータ通信ホスト機器構成 パーソナル

コンピュータはB16EX-ⅠⅠを使用し,4回線サポートとなっている｡

区 分 構 成 機 器

ホスト用パーソナルコンピュータ

･B16EX-ⅠⅠ

･キーボード

システム ･14インチカラーディスプレイ

･プリンタ

通信制御装置

･コンセントレ一夕(4回線用)

･4回線モデム

･モデムインタフェースケーブル

＼
､＼

∨′山､-･-一...

≠叫-∨㌦も

＼､＼＼

図12 パーソナルコンピュータ通信ホストシステム B16EX-ⅠⅠ

を使用し,操作Lやすい構造となっている｡
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図13 パーソナルコンピュータ通信接続図 パーソナルコンピュ

ータは4回線実装で公衆網に接続される｡

また,通信手順として,当面以下のとおl)設定した｡

(1)回線数:4回線

(2)伝送手順:無手順

(3)通信速度:300bps

(4)データ 8ビット

(5)パリティ:

(6)漢字コード

なし

:SHIFT JIS

8 結 言

以上,概括したように飛騨高山テレトピア株式会社のキャ

プテンシステムは,最近サービスを開始した幾つかのシステ

ムの中でも,最初の本格的なシステムとなっている｡

システムの建設に当たっては,本文でも述べたとおl),財

団法人基盤技術研究促進センターの試験研究プログラムとし

て,レーザディスク動画と,HITPAXオンライン機能の接続

や,一括して予約解約できる今までのキャプテンシステムに

ないオーダーエントリシステムの開発など,種々新しいシス

テム的な工夫が施されている｡

本システムは,昭和60年11月サービス開始以来,特に街頭

形キャプテン端末やレーザディスク内蔵形キャプテン端末の

導入以後は,アクセス件数も飛躍的に増え,効果を上げつつ

ある｡
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